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題をイデオロギーの問題としてではなく、社会
はどのように成り立っているのか、どのように
暮らしていけばよいのかということを、もっと
しっかり身に付ける必要があるのではないかと
いう議論も行なっています。まず、地歴の見直
しです。それから理数についても、さらに新し
い科目を作ってよいのではないかという議論も
行われています。探究という言葉を付けて探求
理科とか言われています。つまり、正解のない
問題にチャレンジしてくような科目です。それ
から「総合的な学習の時間」をどうするのかと
いう問題もあります。
　大学の先生方が、このような問題は高校の問
題なので関係ないと考えられると困るわけです。
このような教育を受けた高校生を大学がどのよ
うに受け止めるのか、という問題が生まれて
きます。大学に入学したら先生が1人で喋って、
来年も同じことを喋っているというような大学
はもういらないということです。
高大接続システム改革について
　次に高大接続システム改革についてお話し
ます。システムという言葉が入っていますが、
なぜこの言葉が入っているのかといいますと、
様々な改革が一緒になったものだからです。ど
の改革を一つ落としても、何らかの要素が欠け
たとしても全部が成り立たないという意味です。
ですから、相当大きな改革だとご理解いただけ
ると思います。
　高校教育で実施する基礎学力テストですが、
これはコンピュータを端末ベースにしてやりた
いと考えています。全国一斉に高校で或る1日
を使ってパッとやるということはないと思いま
す。現在の全国学力テストも日にちはバラバラ
にやっています。
　大学教育改革では「アドミッションポリ
シー」「カリキュラムポリシー」「ディプロマポ
リシー」、すなわち、ポリシーを一体的に改
革して、受け身の教育から能動的学修へと転換
する必要があります。個別大学では多角的評価
による入学者選抜を行なう必要があります。例
を挙げますと、高校調査書の改革のほか、受検
者の活動経歴や小論文などの評価方法、面接・
集団討論方法などの改善です。それから大学入
学希望者学力評価テストの導入です。個別大学
の入学者選抜における多角的評価に資するよう
に、知識・技能、思考力・判断力・表現力など
を評価できるようにしたいと考えています。
　少なく見積もっても、これだけあります。そ
の他にも、例えば英語の問題を民間の資格検定
を使ってどうするかなどの問題もあります。現
在のようにコンピュータベースでやるのか、年
間に複数回やるのか、仮にそのような形で行な
うと高校の現場は混乱してしまいます。いつも
受験勉強をされたら困るといったような様々な
課題があります。
　記述式の問題を出すことは、主体性や思考力
を育てる点で必須ですが、一方で何万人という
受験者がいるときに、そのような記述式の問題
をどのように採点するのか、その際にどのよう
な形で公平性を担保するのかなど様々な課題が
あります。そのような課題があるからやめるの
か、それともやらなければいけないのだったら、
いつまでにどのようなことをやっていくのか、
そのような形で議論が行われている次第です。
最後に
　そろそろ時間になりましたので、このぐらい
にしますが、大切なことは子どもたちの知識・
技能、そして思考力・判断力・表現力、そして
主体性・多様性・協働性をどのように育て、評
価していくかです。そのような中で2019年か
ら実施予定の高校基礎学力テスト、2020年か
ら実施予定の大学入学希望者学力評価テスト、
それから個別大学の入学者選抜をどのように位
置づけていくかが重要です。その背景には教育
の大きな位置づけがあり、様々な役割の違いが
あります。そして、全体とし子どもたち1人1
人が将来に向けて主体性をもち、多様な人たち
と協力して働き、学んでいく、そのような人生
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を歩むことができる素地を身に付けさせてあげ
なければならないと考えます。
　ここにおられる皆様方はそれぞれの立場でご
尽力、ご努力をされていると思います。是非、
未来に生きる子どもたちのために、教育のあり
方を考え、自ら実践していただきたいと思いま
す。高大接続システム改革については、今後も
議論が続いていくと思いますので、是非、ご協
力をいただきますようにお願い申し上げます。
今日の私のお話はここまでとさせていただきま
す。どうもありがとうございました。
